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　　　　　1．工場と気象

　　　　、我々の生活に関係するものは，すべて大なり小なり気

　　　　　し　　　　象の影響を受けるが，そめ中でも特に農業，発邊電．交

　　　　通などは日常生活からみても気象の影響を著しく感ずる

　　　　ものである．一→方，日頃直接関係がないので気が付かず

　　　　にいるが．実際には気象が重要覗されているものも少く

　　“ない．このよろなものの一つが工業であり工場である［

・　　　　工業の産業中で占める範囲は工業の解釈により広い場

　　　　合と狭い場合があるが，ここでは狭い場合のいわゆる製

　　　　造工業について考える．製造工業の中にもいろいろな種

　　　　類があるが，この中どのよ弓．な製品を作る工場が気象の

（　　　影響を著しく受けるであろろか！

　　　　　工場が気象に影響される面は，まず第一に製造能率で

　　　　あり次が作業員の労働能率である．そのほか直接製造に

紡織工場

は関係しないカも、煙突から出る顯・勧・融どと気1

即間題がある・またここで臆しなければならない㌘

は製造能率や労働能率ほ直接に地上気象の影響を受げる☆

のではなく蝪縷物という一つの灘物内φ気象磯1

響を受けることである．そ5’して碓築物内ρ気象は地」慈

気象（外界気象）の影響を受げるといちこ．とである．

数多腫類の蝪のラち製造面からみてどのよ5な鳶

場が気象の影響を著しく受けるかといろと・紡織工場※鐙

化学工場などがまず挙げられるが，，現在考えらむるもφ灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でイロじトは第1表に示したよろな種類の工場である・表に示し準葱

瑚礁工撚の獣の温度と嚴（木目羅度）を饗

灘薯熱欝？て　つ1誓も笹1

第1表　製造能率が気象に影響される工揚

製糸，紡績，織布，製綿，染色，精練
印刷，製本捌普通印刷・多色Eロ刷・製本

簸纏1撃鵬期バン・砂雛草・三．厩械器具 絶縁電線，電窺，通信機部品，電池，
　　　　　　　計器，時計，光学機械，樂器，製造工場
化学工場

藥品，油，フイルム，印画紙，肥料，
塗料，ゴム

鞭雛釧鵬建具・家具・工芸品・樂器

　　　2．製造と工場内の適温湿度

　　　製造能率，すなわち製品を作る工程の能率や，またで
鱗き上る製品の性質の良否が，工励の温湿度に影響され

　　る工場は第1表に示したカ㍉工場によっては工場内の温

　　湿度を正確に一定の値に保たなければ規格の製品を作為

　　ことのできない場合もある．とのよろな’ことから工場生

　　産をあげ，、またよい製品を作るためには，それぞれの工

　　場に応じた適温湿度が定められる．適温湿度について現

　　在まで調査報告されたものは少なくなく，その一例を第

　　2表に示した．第2表に示した温湿度の値はもちろん絶

　　対的なもりでなく，同じ種類の工場によっても・粟その

　　時時によっても温度は2～50Cくらい湿度は2～3％く

　　らい異るのがふつろである．一方，温湿度の日変化や年

　　変化から考えてみると，実際には適温湿度にはある幅が

　　必要であるが，これについては現在のところまだ余り研

　　究されていない．

　　　第2表に示したような適温湿度の値は，製造能率と温

　　湿度の関係を実験的に明らかにし，また作業経瞼から明

その他の工場トツチ・皮輔・漆器・塗装

で

！、

　らかにして定めらむる．たとえ体綿綜紡績工場の精紡客1灘

程の場合礁齢の糸の切断回数と温湿度の関孫を蠣

騨室において調べてみる、と・温度2びcのとき湿瞳鱗
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　　　　　　　　　　　　　　第2表　工　場　内

三場の種類悔造工司温（愚湿（瘍
適　温　湿　度　の

1工揚の種類

例

て

製紅画温（愚湿（蕩

詑飼、』鮮

鶴！、’

壷ヤ．

　　　　　　　1繰製1

　　　　　　　　揚　　生　　　糸
　　　　　　　　緒糸
　　　　　　　　仕

紡

績

綿 糸

硫　毛　糸’

紡
．

毛　糸

絹　紡　糸

糸　　　18　　　　76
返　　　18　　　　60
留　　　18　　　　90
上　　　18　　　　85

混
硫
練一

粗
精
仕

械
練

．猜

力

精

打 棉
棉

篠
紡
紡
上．

毛1

篠
紡

ド

紡

硫
精
準一

糊
織

棉
紡

　1

織1

綿

i絹

1

チリメン

弱二重

飾’　絹

布：絹

　23
　23
　23
　23
　24
＿鎚
　24－
　24
　27

65
60
60
60
55
70
62
65
80

25
23

85
70

24
24

63
67

備　　　 18
付　　　18

布，　18
織 布

準
管

織

備
巻
布

　　撚
紡！織

脇二‘二．

羊 毛

糸
布

織 布

70
70
85

20 80

18
18
20

70
80
90

25
25

67
70

20 60

写眞フイルム，

印画紙製造

紙塗煙草製造

印 刷

漆　器　製　造

樂　器　製　造

マッチ製造

製 藥

1製
菓

電　気　機　械
器　具　製　造

生地への素地塗

溶渕塗22－25載　　　　　断1

60・

原料調和20－25　80葉　　　　　持
載　　　　　刻
巻　　　　　上

輪転機，印刷
折　　　　　畳
戴　断　包　装
紙　の　貯　藏1

20　　　　80
13　　　　70一一80

20　　　　60

20　　60・一70
20　　　　65
22　　　　65
20　　　　60

、鼻

上　塗　乾　爆

木製部品組立

製
貯

造
藏

錠　剤，散　剤

チューインガム
チ白コレートの
製造および包装

捲線製造とー
製、品　保　存

15
20
25

88
81－

75

20 40－50

22－23
　16一

50
50

21－27

20

30－45　夢

50

　　　で最適湿度は約10％増して55％とする．

　　湯　すべての種類の工場で以上のような考慮を彿って適温

　　。ヒ湿度を定めているとい5わけではなく，どちらかといえ

閣鰍1万ば・従来から示されている適温湿度に作業の経験を加え

巨
・
欝

』て・だいたい自分り工場のそれぞれρ工程にはこの程度

、癖1。・の値がよさそ5であるとい5ことから決めているところ

，麟．が多い．’

　鋼』　実験室的に適温湿度を定めることは，一なかなか大変で

、恥　　あるから，簡単に毎日の生産量と工場内の温湿度を比較

　　　してみてもだいた・の傾向をつかむことができる．たと

　　　えば製綜工場の揚返工程の生産量と工場内湿度を調べて

　．濯みると第1図のような結果がでてくる．ただこの場合，

　，，』’生塵量は，機械台数と作業人員を考慮したものでなけれ

　　　ばならない．　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　なお第1表に示した適温湿度が工場内に要求される根一

　　　本的な珪由は，主として原料の性質が温度と湿度（特に

騰1響三謎議署縦荏孕1塑

　　　　工場において直接製造能率をあげ，またよい製品に作

　　　るには，すでに述べたよろな適温湿度の値が要求される

　　　が，いくら製造面に都合がよいからといっても，実際に

　　　機械を蓮転し作業を行うのは工場作業員であるから，作

　，．，業員の能率を無覗することはできない．

1◇牒能職工場内の気象の関係1ωいては鯨よ蝦
熱噛衛生学輔生気騨の分野で広く取撚れてい網題

　講琴であって筆工場作業で最も能率をあげることのできる適’
　無ぐし
，即ポ苓△⑩、

黙☆△「．，£・1．』、、。、．障－ 』1△読㌃』1，と l』もi、』撹』◇デ

16－27　　35－50

当・な温度湿度の範囲や恕限温湿度の値が種々発表報告さ

れている．工場作業に対する適温湿度の数例を示すと，－

第3表のようである．

第5表　工場作業に対する適温湿度

作業の種類
温　度　　湿　度
（OC）　　（％）

摘 要

》

軽

作

業

筋
肉

作
業

坐　　業

軽作業
紡　　績
織　　布
煙草包装

筋肉作業

錫板工
靴　　工

19｛ゾ21

18～20
17’）18

21’》24　　　　77～80

　24　　　　　69

7～9
＜10

16｛49

不　李　少
快　　　適
不　李　少
能率最高
能率最窩

～

不　卒　少
作業高最大
作業高最大

　人間の作業能率はだいたい暑い寒い快適であるなどの

感じ，いわゆる体感に従っており，・．この体感は人によっ

て異る場合もある．そこで工場のような建築物内では周

囲室気の温度，湿度のほかに，風速と壁の温度（輻射）

などが体感に関係してくる．このような環鏡気象要素の

幾つか叉は全部を用いて体感を一つの値で表現すること

が従来より行われてき（いて，たとえば室内の温度，風

速，水張および壁温の四つの要素で感じを求める次のよ

うな式がある．

　　，S＝11．］6』0．0556恥一〇，0538為一〇．0372F

　　　＋0・00144》▽（100一’丁凌）

　　　　　S：感じ，最適……Sr4

　　　　　　’乃：温度（OF），Tω：壁温（o．F），

　　　　　γ：風速（∫ワ慨、）F：水張（mmHg）

．このような感じ「を現わす式は種々発表されているが，

，∫’天気些ll

　　　一一‘

の
・［
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一方，人体の感覚を近似的に示す測器が考案されてお

り，このよろなものが，カタ寒暖計とかユーパセオスコ、

一プ，グローブ球寒暖計などであり，これらの測器が示

す冷却力とか等感温度はその環境気象要素の総合値でも

ある．叉幾つかの気象要素を用いて実験的に定めた有効

温度とか作業温度などがある．いずれにしても人間の感

覚，すなわち体感を単一の値で示そうとゆ5ものであり

　種々の体感表現値の悦適に対する値が存在し・その一，

例を第4表に示した．要するに工場内の気象条件が快適

　　　　　　　第4表体感の快適値

種　　類

等感温度

鰹
有効温度

冷却力
（乾カタ）

含ま　れ　る

気・象要素
気温，壁温
風速，（水張）

気温，湿球温
度，風速

気温，風速

快　適

一　　6C

　17．0

　OC
18．5

6．06

快一適　範一囲

下　限1上　限
一

一『6iα』 一一〕すC

　11．5　　　22．0

　OC
13．8

　OC
23．0

卜

8・3613・76

　・であるか否かは．作業員の面から生産量に影響してくる

　　が、非常に高温とか高湿の状態では作業員の健康にも影、

　　響し，疲労にもとづく工場災害の発生も増してくる．工

　　場災害の発生頻度と工場内温度の関係を調べた一例によ

　　ると，災害発生は20・前後で最小で，これより高温でも

　　低温でも発生は大になるよ5である・

　　　なお作業員に対する工場内の気象には，温度・湿度・

　　風のほ旅，猿牒含まれる有灘スや麟な勘間

　　題があるが，ここではふれないことにする．

　　　4．工場建築と設備

　　　工場内の温湿度，それは鷺築物内の温湿摩であるから

　　建築物とい引ものが外界気象に対し大きな意昧をもつ．

　　　一般に建築物は外界気象の変化に対し，内部の温湿度

　　の調節作用をすることはよく知られており，また建築構

　　造を特殊なものにすれば，それだけ内部の温湿度の変化

　　を小さくすることができる．特に必要な場合は温湿度調
◎
　　整装置を用いて工場内温湿度を一定に保つ．，

　　　特殊な建築構造とは壁の内外面の間にコルクや鋸屑を

　　入れたり空気層を作ったりし，窓ガラスは二重にするな

　　どして内外面間の熟傳導を悪くしたものであり，叉建物

　　の隙聞をできるだけ小さくしたものである．温湿度調整

　　装置にほ圧縮室気で水をノヅルの先から霧にして出す低

　　圧噴霧とか直接給湿とかいわれるもの，ボイラーで発生

　　’させた蒸気をパイプの穴から噴出させるもの，およびキ

　　ャリヤーと称して，．外気を加熟室，噴霧水室をとおして

　　適当の温湿度の室気にして　これを邊風機で工場内に邊

　　るものがある．工場や工程の種類のちがいから特殊な建

　　築や設備を用いたり用いなかったりするが・今紡織工場

　　を例にとって示すと第5表のとおりである．

　　なお表に示した以外の工場では，大きな：紡績工場のほと

　　んどがC－1であり一，煙草工場がC－1，フイルム印画

　　紙工場がC－3などが示される．樂器工場なども木製品

ユ954年マ・月
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を扱5から最近はS－3，，C二3とする傾寧にある，

　　　　　　第5表・工場建築設備の例

種　　類

絹・織物

特殊絹織物

綿’織物

製　　糸

綿綜紡績

工　程］

織　布

準　備

管　巻

・織　布

準　備

糊　付

織　布

繰　糸

揚　返

緒　留

仕　上

混打棉

硫　棉

練　篠

粗　紡

精．紡

仕 上

建築構造

W
W

S』又はC

S又はC

C

C
．C

W
W
W
C

C

C

C

C

C

C

温湿度調整w：普勘木

　　　　　　　造

　　　　　　S：木造防寒一

　　　　　　　壁体屋根l

　　　　　　C：『コソクリ言，

1，2又は3　一ト

　　　　　　1：低圧噴霧，』1

　　　　　　2：蒸気噴肝、．

　　　　　　3：キヤリ．ヤ．◇

　ロン

藻

、灘

1 一

2

1

1

1
シ

ギ

’1

’ず

』1

1

1
　5．工場内温湿度と外界気象との関係　，，　　，．∵騰漆

　建築物内に人間その他人工的な発熟源の存在しない㍉襲藩

議欝惣辮雛職灘質奪磯
とゆうことは根本的な問題であり・また建築物の良否の…ズ

斜1定の基礎ともなる・しかし実際は工場内ロ趣の発懇

熟源があり・叉人工的な換気・蛎が行わ礼甦温湿’濃

度調整を行暢合もあるから泊然状態の温湿度蟻討・，☆

することに加えて蓮転中の蝪内の温嚴力：外界気象遜

の変化によりどのよろに変化するとか温濯輿調整がど』磯蕎、

の醸外界気象の影響を受けるかなどを明らか1こする’巧礎

要がある．

ふつ健築物の瀬失と気象との関係棚捌こする』蓼

場合は，壁体をとおして移動する継を知るために・壁．』鷺

の内外表面におげる室気とあ熱交換現象と壁体内部の熟零慧
購を考える．今外気温を嬬築物内温度i歪と磯

渉あ＞i・なる常定状態を考えると建築物内から外に購騰

される熟量は卿（繍）で季され奮・U健築纈

についての熟傳達係数であり』U置万＋爾＋一π認鶏

で示紘幻αはそれぞれ壁の外面と内面にお瞳譲

熟傳達係数（kca1／m2ht一），Kは壁体内部材料の熟傳導率r、

（冬ca’／m岡を厚さ（皿）で割りた値で鮮鯉嘩i

『亡 岬昏・　一
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　竃1．

を1時間に移動する熟量kca1で示される．なおこの場

合方は吸熟係数，ノ乙は放熟係数であり，壁面材料別

に実瞼的に求められており，たとえば第6表のようであ

る．一

第6表九の値Kcal／m2hOC

材　刈
煉　　矧
コンクリート

木一　　　材

式で示される．

ノε

6．6

6．3

6．8

　∫σの値は，風が

ある場合は外壁表面

と空気の熟交換が盛

んになるから，方の

値に風速を考慮した

｛直となり，一般に…欠

∫α・＝∫i（1十C〉／∂）　Kcal／m2hoC

∂：風速m／s　Cニ0．8～1．0

　嵜　以上のことから壁体の構造と材料さえわかれば全熟傳

　　　達係数Uの値が計算できるが，だいたいUはどの程

　　　度の値であるかとい5と，普通の木造や，表面にモル女

　　　ル，コソクリートを塗った厚さ10cmぐらいの壁体では

　　　2ん3であり，同じ厚さでも防寒壁休では1前後の値で

　　　ある．．このような熟傳達係数は屋根や床，窓ガラスにつ

　　　いても同じよ5に計算できる．

　　　　建築物が冷却する原因としては熱傳達のほかに，隙間

欝錨鵬騨麟搬難1線章
麟彫風が張いと直接室気が隙間から吹込んだり，内部の空気

，臨澱い出され効する・風速と室気の吹きこみ叉は吸い
，穿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
慧，、，，出しの量との間にはγ＝⑳万（α，為：常数，為≦1）

　　くコ　　す

’難，，なる関係が示される．この自然換気による熟の損失は大
　きヘロの

簸一』　　　　　　　　　　　’
威1一きい場合は熱傳達による熟損失と同程度になることもあ

騨靴　る．

．雛、以上は磯物の瀬失という一例であった力物る一

　　　日の建築物内の温度の変化に依，気温や風のほかに，日

齢射や床の熟傳達力擁し・雨や雪のような現象も当然影

　　響を及ぼす．しかし実際に建築物内の温度の日変化を調

，，．1』寒褐と・ある一日については気温の日変化と関係づ
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第2図外気（A）と工場内（B，C）の
　　　　温度の日変化
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げることができる．第2図は普通の木造建築の工場（B）

と防寒壁体屋根の工場（C）と外気一（A）のそれぞれの

温度の冬季における快晴の日の日変化φ一例であるが，

・日較差はABCの順に小ざくなる．また日李均気温はA

’BCの順（ただし夏はAC　Bの順）に高くなる．最高最

低の現われる時刻は建築物内では，ふつ5外気より2～

3時間おそいが　同じ建築物でもBよりCの方が更にお

そい．

　第2図に示したような建築物内の温度の日変化は外気

温，床下温度および換気量で以て，理論的に示すことが

できる．今ある時刻iにおける外気温度をTとすると

き　Tr40十．41siη（ω！十φ）……（1）た’だしノ40：李

均気温，み、：振幅，ω＝．2辺」　φ＝位相，のビとく変化

　　　　　　　　　　　週期’

するとすれば，時刻iにおげる建築物内の温度θは次式

で示すことができる．　　　　　　象

　　1V　　　　E　　　　ノ〉
θ＝こκ凶・＋敦一＋ぜK舜、互x

／1　sin（ω1十θ一ρ）　………」・・（2）

ここで，K＝並・±∫ρ吐遍＿N＿、s・鉦璽・
　　　　　　　　　丑　　　　，　　　　　π

　　s2ゑ2ε　　　　　　zo
E＝＝一　　　一　　tanρ＝一一一
　　　π　　　　　　　K

　　丑：壁体の熱容量と建築物内熱容量の和（壁体のほ

　　うが非常に大きい）（勧α」）

　　島，盈2：壁体および床の熟傳達係数（肋α」／卿2hOo）

　　s1，s2：壁体および床の熱傳達する面積（翅3）

　　印：室気の比熟×密度＝0．31

　　∂：換気量卿3／h　ε：床下温度（一定とする）（oσ）

要するに（2）式は

　　θ＝αハo＋6＋6．4、sin（z〃Z＋θ一ρ）………（3）

という形で示され，α．δ，σは建築構造により定まる常

数であり・常にα・・＜’・であり，普通の磯擬1まc¢、・

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は一百一以下で防寒壁体の建築物では5以下となる・．

また建築物内の温度は常に外気温度よりρだけ位相が

おくれ，普通の建築物では外気より2～3時間おくれる

が防寒壁体の建築物では5時間ぐらいおくれる．

　（1）（3）．式の関係は，ある一月間の毎日について同

じ常数で成立つとみてよいから，ある一月間の毎日のあ

る時刻の外気温と建築物内温度は噌つの直線関係で示す

ことができるし，また（3）式から明ら浄のよ5に外気

日亭均温度と建築物内日李均温度は一つの直線関係にあ　　　、

ることがわかる．工場などで外気温度から工場内温度を

推定しようと～・うときは，ふつ5一日の李均温度につい

て考えることも多いから，その一例を示してみる．ぬを

　　　　　　　　　　　　　ヤ外気の日李均温壌（oσ）・処を、工場内の日亭均温度と

するとき，12月および1月にρいて，簡単な防寒壁体

の工場では71‘＝0・80T』＋4．8であり「，普通の木造の工

・ノ磯気”
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・場では7、＝0．95処＋2．4といろよろな式が示され，各・

月に対してこのよろな一次式が求められる．

　なお，ふつ弓建築物の熟的性質を明らかにする場合

は，各月について，毎時の月亭均値を求めて（エ）（3）

式に従って計算を行ろ．

　茨に工場内の湿度（相対湿度）であるが，．この日変化

は換気量が少いときは工場内温度と正反対の変化をし，
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　　　第4図　温湿度の調整をおこなう工場内の

　　　　　　　温度と湿度

を行ろ場合も少くない．建築物内の室気容積で1時聞の・

換気量を割ったものを換気回数といい，この換気回数を・

気象観測値から求めることもできる．すなわち外気とエ

　　　　　　　　　　　　ヰ場内の絶対湿度の日変化を用いるのである．外気の絶対

湿度は魚＝翻十s吻（　梶＋φ）一………・一（4）で示され

る
． ．

　ここで　S，：時刻！におげる絶対湿度（9ガ卿3），島一：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2π毎時備対湿度の醐（卿1）・棚糖期φ：位相・

ごの場合，建築物内の絶対湿度は次式で示される・

　　　　　　　　K　　　　Son
　　　　s＝易＋万＋〉！π2需×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　sin（卿＋φ一力）……（5），i伽力＝一，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　％：換気回数，K：一定の放出水蒸気量（8γ／卿3）

　（4），（5）式から振幅のちがい，叉は位相差から簡『

単に換気回数が求められる．ふつろの工場についての観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
’測値から換気回数を求めてみると0．2～0．5で，住宅な一

どの0．5～1．0にくらべると大分少ない．

　温湿度調整を行ろ工場などで，どの程度の換気回数で

あるかを知りたい場合がよくある．特に湿度を90％近

くに保つ工場では作業員の体感上からも換気回数を知っ

ておくことが望まし㌔｛．このよろな工場に対してはちや

はり温湿度の観測から簡単に換気回数が求められる1
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第3図　外気と工場内の湿度の日変化

だいたい外気湿度の変化に従って変化する．叉振幅は外

気湿黙り小さい以上のよ．強例が獅図である・

叉同じ工場でも一・日の温度の変化が小さく換気量の少い

ほど工場内湿度の振幅は小さい．すなわち防寒壁体とし

た建築物のほうが工場内に一定の湿度を保ちやすいので　．

ある．

　温度のところで示したよろにして，工場内の湿度と外一

気湿度は一次式で示すことができる．たとえば普通の建

築構造の工場につき12月とユ月に対しては，π，磁を、

それぞれ工場内と外気の臼亭均湿輿（％）とすると

E二〇．44磁＋38．0　といろ一例が求められる．

　それでほ次に温湿度調整を行ろ工場内の温湿度につい

て考えてみよ弓．その温湿度の変化は第2図や第3図に

示したものとは全然異っていることはもちろんで，20QC，

90％を標準とする特殊織物工場内の温湿度の冬季におけ・

る一例が第4図に示したものである．このよ5な工場に

ついても外気と工場内の温湿度の関係を明かにしておく

ことは　工場蓮転上たいせつなことである．なおこの場

合は作業時間内の卒均温湿度を考えて，次のよろな関係

が求められる．1

　7う・＝・0．577弄τ十コ3．0　・E己＝0．09肌z十84．4，　（12月，1月）

皿、，泓および丑，玩はそれぞれ8，10，13，15時の

外気と工場内の温度（。C）と湿度（％）φ亭均である・

このよろな関係からみても，温度や湿度の調整能力は非

常に外気の温湿度に影響されることがわかる．’

　この項の最後として換気について記してみる．自然換

気については前にものべたが，工場によっては強制換気
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第5図・温湿度調整中止後の工揚内絶対湿・

度の減少と時間との関係（外気7・3gr／；n3）
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　たとえば高湿度を保つ工場で，20分なり30分なり温

湿度の調整を止めれば，工場内の絶対湿度は当然時聞と

ともに少なくなる．このよ5な一例が第5図である．こ

の場合は短い時間であるから，外の温度，湿度，風速は

一定とみなすと，8LSα＝（島一S凌）×θ一・茜が成立つ．

ここで5し3，：工場内と外気の絶対湿度，ガ：中止後の

時間，S、ノ∫＝0のときの工場内絶対湿度，”：換気回数

である．第5図の場合はπ＝0．4である．

　6．工場内の温湿度の分布

　一般に建築物内の温湿度け窓ぎわ壁ぎわと中央では異

り，叉床からの高さによっても異なる．このため水李分

布，垂直分布を考慮する．工場について，水李垂直分

布を明らかにすることは，温湿度の観測位置の決定にも，

たいせつであるが，また工程を行ろ場所の決定にも重要

なことである．

　側壁に窓がある普通の構造の建築物では　水李的にみ

て窓ぎわと中央では温度のちがいは最大30Cぐらいで

あり，湿度のちがいは最大4％ぐらいである．

次に垂直分布はど5かとゆうと　第6図に示した一例の
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ぐなるが，防寒壁休構造であれば隙聞風が非常に少いか

ら変化が小さいことはもちろんである，

　実際に工場技術者が温湿度分布に気をくばるのは，な

んといっても温湿度調整を行う場合である．果し宅温湿

度調整装置によづて工場内の各所が望んでいる温湿度に，

なっているかどうかである．このよ弓な場合は工程を行

5一定の高さについての温湿度の水李分布を瞼討してみ

る必要があり，この一例として200C90％を標準とする

工場について観測した結果が第7図に示したよちなもの

である．これからみると　この工場の温湿度調整の状態

はまず良好といえる．　　　　　　．
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第6図　工場内温湿度垂直分布（8月晴の日）
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第7図　温湿度調整時の工場内の温湿度の

水卒分布
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よろに，温度湿度ともに床からの高さにより非常に変

化する．なお風が彊い場合は，普通の建築構造では水

，η二・垂直的な温湿度の変化は上に示したよりも更に激し

　7．あとがき

　工場内の気象とゆろ間題につき温度湿度を中心にして

驚欝：難霧議鐵⊇灘島歎継》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、当
れていないので省略した．なお，外気と工場内温度や換

気の関係は，建築物丙の気象についての赤井清康氏の一

蓮の研究による基礎理論を参考にさ母ていただいた．

　　　　　　　　　　　　　　　　（中央気象台）
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